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■交通観測ツールの開発と調査

交通行動の解析など交通需要の変化や生成要因を把握する

ために、スマートフォンを用いて人のアクティビティログを

収集するプローブパーソン調査を実施するなど、交通データ

収集手法の設計・実施と、収集されたデータの解析手法や可

視化手法について研究を行っています。 

近年では、既往の調査手法だけでなく、Wi-Fi や Bluetooth 

Low Energy（BLE）などを用いることで観測地域や対象にあっ

た観測手法の構築を行っています。 

例えば、Wi-Fi を使った観測は、発展途上国での旅行時間

データ収集などに応用しています。 

最近では、BLE タグを用いた交通行動観測手法の構築に取

り組んでいます。BLE タグは消費電力が小さいことから、端

末サイズが小さく充電等の手間も少ないため、高齢者などの

長期間の交通行動の観測に役立つと考えられます。本研究室

では、対象者にキーホルダー状の端末を携帯してもらい、市

中にそれらの BLE タグのビーコンを受信する観測網を整備す

ることで、長期間の交通行動の把握に役立つことを確認しま

した。 

■交通系ビッグデータの応用

公共交通の料金収受に伴って収集される交通系 IC カード

データや、車両の運用・管理等によってともなって収集され

るプローブカーデータなど、交通分析に応用可能な交通系

ビッグデータが収集されるようになってきています。このよ

うなデータは、本来的には交通観測を目的として収集された

データではないため、活用するためには、様々な補完手法や

推定手法が必要となります。また、ワンショットのデータで

は把握が難しい日々の様々な変動もとらえている可能性があ

り、データマイニングなどの手法を応用した探索的な分析も

期待されています。これまでの研究では、交通 IC カードデー

タを用いた乗車列車の推定手法構築や、パーソントリップ調

査とのデータ融合によるトリップ目的などの文脈の推定手法

構築を実施しました。

近年では、今後の自動運転やパーソナルモビリティなどを

組み合わせたMaaS(Mobility as a Service)の進展を見据え、従来

のゾーンベースのデータセットでは難しいラストワンマイル

や交通結節を評価するために、従来データやビッグデータを

組み合わせた、高解像度なシミュレーション用のデータセッ

トの生成なども研究を加速したいと考えています。
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